








 

研究目的 

 心身障害発生と関連の深い胎児発育遅延の原因はなお不明な点が多く,かつ

臨床に直結した早期診断法も十分に確立されていないのが今日の現況である。

したがって本研究班の目的は心身障害発生防止策の一端として,胎児発育遅延

の発生要因の究明と臨床に則した早期診断基準を確立するとともに,予防対策

並びに治療対策を設定することである。 

 なお,本年度は各種発生要因の分析,早期診断法に役立つ母児資料の検討を行

った。 


